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研究成果の概要（和文）：　本研究は、歴史的な港湾都市の歴史的な景観を、測地尺分析とＧＩＳを使って復原
的に研究するものである。具体的な対象は、広島県の尾道市と福山市の鞆の浦、大分県の杵築市と、山口県の下
関市で、各都市の市街地の道路幅や街区の規模を実測して、歴史的に７尺から６尺まで小さくなっていった１間
の寸法（これを測地尺と呼ぶ）のどれが整合するかで、造成時期を推定し、その上で街区や敷地の性格をＧＩＳ
ソフトに入力して、変遷の要因を探った。成果の一部として、近代以降の敷地分割は、節税のために宅地以外の
用途の土地を分筆したのが理由であり、景観の大きな変更を伴わなかったことが判明した。

研究成果の概要（英文）：n this research, the historical landscape of a historic port city is studied
 restoratively using geodesic analysis and GIS.Specific subjects are Onomichi City and Tomonoura  in
 Fukuyama City in Hiroshima Prefecture and  Kitsuki City in Oita Prefecture and Shimonoseki City in 
Yamaguchi Prefecture.By actually measuring the road width of the urban area in each city and the 
scale of the block,Estimated the time of construction, depending on which one of the dimensions 
which had historically diminished from 7 to 6 shaku(about 30cm).On that basis, I entered the 
character of the block and the site into GIS software and searched for the factor of transition.
After the modernization site division was found to be due to taxation of land for uses other than 
residential land, it turned out that it did not involve major changes in the landscape.

研究分野：日本建築史

キーワード： 測地尺　景観復原　港湾都市　ＧＩＳ　中世都市
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
	 １９８０年代以降、わが国の中世都市の
研究は飛躍的な発展を遂げたが、行政史料
や限定的な発掘調査の成果によって復原考
察された断片的イメージであった。 
	 そこで、本研究では下記の方法で述べる
測地尺分析法で、中世の港湾都市の市街地
を推定復原し、それに GISソフトを使って
土地利用などのデータを入力することで、
広範囲に渡る都市形成史の原因を探ること
にした。 
 
２．研究の目的 
	 わが国の代表的な中世港湾都市である広
島県の尾道、鞆の浦、山口県の下関、大分県
の杵築において、中世から近代にかけての市
街地形成過程を、測地尺分析によって復原し、
GISソフトで各街区の性質を入力することで、
歴史的な景観形成要因を探る。 
３．研究の方法 
	 平成 22・23 年度に福山市の鞆の浦地区
で行われた伝統的建造物群保存対策調査で
都市史を担当する中で考案した、中世から
近世まで歴史的に７尺から６尺まで小さく
なっていった１間の寸法（これを測地尺と呼
ぶ）の、どれが現在の市街地の規模に整合
するかを分析し、街区の造成時期を推定す
る。 
	 そのようにして推定した各時代の市街地
に、それぞれの街区の性質を入れるために
GISソフトを使い、時代ごとの性質の変化
を視覚化した上で、それを用いて都市市街
地の変遷要因を考察する。 
	
４．研究成果	
	 研究の具体的対象は、広島県の尾道市と福
山市の鞆の浦、大分県の杵築市と、山口県の
下関市である。それらの都市の市街地の道路
幅や街区の規模を実測し、それらの実測値に
整合する測地尺を適合する割合から推定し、
測地尺の長さから造成時期を推定した。	
	 次に、推定した各時代の街区や敷地に、用
途や建物高さ等の性質をＧＩＳソフトを使
って入力し、街区の変遷要因を探った。	
	 その結果、大分県の杵築市の場合、明治 22
年と昭和 30 年の地積図を比較して、その間
に変化した敷地を、分筆されたものは黄色、
合筆されたものは緑色で示すと、下図のよう
になり、ほぼすべての敷地で分筆があったこ

とが判明した。図の中の数字は、分割数を示
し、赤線は新たな分割ラインを示す。	
	 そこで、その原因を探るために、GIS ソフ
トに地積図を入力して、明治 22 年の地積図
に記入された各敷地の地目（用途）を色で示
したものが下図である。	

	
	 次に、昭和 30 年の地積図に記入されてい
た地目（用途）を、やはり GIS ソフトを使っ
て入力すると下図になった。ここで茶色で表
示された敷地は、畑地である。	
	
	

	
	 以上、３枚の図で、新たに分割された敷地	
（最初の図の赤線部分）が、明治 22 年の地
目から昭和 30 年の地目で、どう変化したか
をみると、多くが畑地であることが判った。	
	 つまり、明治 22 年から昭和 30 年にかけて、
つまり戦前に発生した敷居分割は、敷地の中
の畑を分筆したことにより発生したことが
判明した。	
	 これは、地租改正により宅地と畑地の税率
が異なったことから、節税のために武家地の
背後にあった自給用の畑を分筆したために
おこった現象であると解釈できる。	 	
	 つまり、近代以降の敷地分割は、税制の変
化により、宅地以外の用途の土地を分筆した
ことが原因であり、景観上は余り変化してい
なかったと推定できる。	
	 このことから、これまで広島県福山市鞆の
浦で敷地の分筆と合筆から推測していた近
代になって敷地の多くが分筆される現象は、
明治維新による社会的変動で宅地の分割が
進んだという解釈は誤っていた可能性が高
いことが判明した。	
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	 そこで、敷地の変化と景観の変化は必ずし
も連動せず、地目データの入力と分析が必要
であることが判ったことから、前回の科研費
で行った検討を再考する余地があることが
判明した。	
	 つぎに、戦後の地積図の GIS データにやは
り地目を入力してみると下図のようになっ
た。	
	

	
	 これをみると、昭和 30 年には畑地であっ
た敷地の多くが、緑色で表示される宅地にな
っていることが判る。	
	 つまり、高度経済成長で住宅地から畑地が
不要になると畑地は宅地となり、宅地に用途
変更された敷地には住宅が建設されている
ことから、景観が変化したことが判明する。	
	 このようにして、明治維新による税制の変
化は、敷地の分割を生じさせ、それが戦後の
高度経済成長期により宅地化されることで
景観の変化が生じたという近代以降の景観
変化のメカニズムが判明した。これが今回の
研究成果の一つである。	
	 つぎに、新たに研究対象に加えた山口県下
関市について報告する。下関市は、中世と近
世には赤間関と呼ばれた瀬戸内海の代表的
な港湾都市の一つであった。	
	 そこで、中世港湾都市の歴史的景観を検討
する本研究において、新たな分析対象地に加
えたわけだが、下関市では史料上の大きな問
題があった。下図は、下関市で中世の港湾地
区の中核施設の一つであった阿弥陀寺の門
前町部分の、法務局で保管されていた戦前の
地積図であるが、全体が和紙で覆われている。	
	 和紙には、阿弥陀寺町に 180 筆の宅地があ

ったことと、昭和３０年４月１日をもって
「土地区画」整理事業が行われ、それまでの
歴史的町並みのすべてが更地にされたこと
が記されている。	
	 このように下関市の場合は、中世から近世
にかけての市街地が、戦後の土地区画整理事
業によって更地化され、歴史的町並みが失わ
れていたのである。	
	 ただし、調査中に現在の地積図では和紙で
覆われ、見えなくなってしまった旧市街地を
筆写した下記のような絵図史料を発見した。	
	

	
	 右上の書き込みによれば、当時は赤間関市
であった下関市街地の明治９年の地積図で
あり、１間を１分とした実測図であることが
わかる。明治政府による地租改正を受けて作
成された公図であると考えられ、敷地には現
在まで使われている地番が付されている。	
	 これと近世の絵図を比較すると、市街地の
形状はほぼ同じであることと、明治９年では
近世末期の市街地を大きく改変する時間も
ないことから、近世港湾都市の詳細な形態が
判明する貴重な実測図であると考えられる。	
	 重要な点は、海岸線の形状と地目であり、	
赤色の「官有地」とされる海岸が、公有の港
を示すのに対して、白色の「宅地」とされる
海岸線は、各戸毎に出入りがあり、凹凸があ
る護岸になっていることである（下図参照）。	

	
	 近世の港湾都市は、こうした各戸別の護岸
と、公有地化されて雁木などが整備された共
有の港の組み合わせからなることが知られ
ていたが、以前に調査した広島県福山市の古
代からの港町である鞆の浦では、明治 16 年
の地積図が残されているが、こうした「官有
地」はすべて道路として記載されているので、
明治初期の道路とは違う「官有地」であった
時期の状況が判明する明治地積図は、これが
初めての発見であった。	
	 ちなみに、両者の港湾施設部分を比較する
と次ページの２つの図のようである。宮本雅
明氏によれば、中世の港湾都市では敷地ごと

宅地
境内地
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妙徳寺
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玄昌寺

養徳寺
貴布称神社
長昌寺
畑
山林
雑種地
駐車場
道路
水路

20170401-道路縁

凡例

0 0.085 0.17 0.255 0.340.0425
Kilometers

南台



下関市・竹崎埠頭	

福山市鞆の浦・西町埠頭	
	
に埠頭となり、共有される埠頭は、海岸に道
路が突き当たる場所に設置されたとされる。	
	 この下関市と鞆の浦の両港湾における道
路と港の接点のあり方の変化が、港湾都市の
歴史的状況を良く示す指標の一つは、埠頭の
形状とその管理形態にあることが、明治初期
の瀬戸内海における代表的な港町の地積図
の比較から良く判るといえよう。	
	 下関市においても GIS ソフトの活用を試み
た。航空写真を GIS ソフトに取り込み、その
上に地積図を重ねて、明治時代の市街地復原
を試みた。下関市竹崎町で行った途中結果が
右段上の図である。	
	 これをみると、地積図の歪みが大きすぎて、
各敷地の状況を航空写真から読み取れない
ことが判明する。別に居住者名や職業が示さ
れている住宅地図と照合しても、地積図は同
様なずれを生じており、地積図を GIS に読み

込んでも居住者や職業のデータを入力する
ことができないことも判明した。	
	 つまり、鞆の浦のように道路台帳付属公図
と航空写真から制作して、地番から明治時代
の地積図を復原しなければ、他の地図情報を
入力できる GIS 基盤データを作成することが
できないことが判明した。しかし、残る３都
市について航空写真とその他の地図情報か
ら、一筆づつを復原していく作業は、当初想
定していた作業量を大きく超え、本研究内で
はとうてい処理できなことも明らかであっ
た。	
	 したがって、そうして得られる GIS データ
により詳細な地図情報である発掘調査の実
測図に記された情報を入力し、中世や近世の
景観復原を目指した当初の目的は、本研究の
範囲内では完成できないことが明らかにな
った。	
	 そのため、上述のように大分県杵築市にお
いては、歪みをもつ地積図のままで分析でき
る地目の変遷過程などを分析考察し、近代に
おける全面的な分筆の発生が、税制に由来す
るもので、景観変化をともなう利用上の変化
ではなかったことなどを明らかにした。	
	 また、すでに入手していた明治地積図を利
用して、港町の港湾形状の分析を行い、その
利用状況から近世港湾都市と近代以後の港
湾都市の違いと、中世港湾都市の埠頭の状況
を推定した。	
	 以上の成果は、今後の瀬戸内海の港湾都市
形成史に係わる研究発表に継続的に利用す
ることにしたい。また、本研究期間中には、
福山市鞆の浦と大分県杵築市の分析結果を
報告書の寄稿論文として発表した。	
	
５．主な発表論文等	
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	
 
〔雑誌論文〕（計	 ０件） 
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